
難聴児の補聴器購入費を助成制度をスタート 

軽度・中等度の難聴児の負担を軽減 
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〇本人負担は1/3に（市1/3 県1/3の負担） 

◆対象者 
 市内在住の身体障害者手帳の交付対象とならない18歳未満の児童（軽度・中等度
難聴児） 

◆助成金の額 
 補聴器購入費（基準価格以下）の2/3を市が助成（そのうち半分を県が負担） 
 ※参考：障害者手帳を持っている人は、1割負担。 

➢6月10日に遡って適用 

県内で実施済みは7自治体。9月補正予算計上は12自治体 

〇9月議会に補正予算計上（62万円） 

⇒軽度・中等度の難聴児に対しても 
 きめ細かなサービスを実施することで、 
 ますます子育てしやすい街へ 



定住促進ガイドブックを一部改訂 

マイホーム取得奨励金制度を紹介 

２ 

〇建物にかかる固定資産税相当額（3年間分）を商品券で交付 

◆対象者 
 平成27年1月2日から平成31年3月31日までに市内で新築又は住宅を取得した人 

➢一般向けには、「九州大学との交流ができる街・九州大学
を身近に感じられる街」としてPR 
➢九州大学関係者向けには、「キャンパスに近く、職・住・
余暇近接の暮らしやすい街」としてPR（九大関係者で実際
に糸島に移住した人の声を掲載） 

九州大学との連携・交流を大きく紹介 

〇九州大学の存在は、糸島市の大きな魅力 

⇒「糸島に住みたい」と思ってもらえる内容に
なった自信作。 しっかりとPRに活用したい 

東風公民館で開催中の九大生による学習指導の様子 



9月の東京も「糸島」が熱い 
ここのき×代官山蔦屋書店 

○ここのきが4月に出版した「糸島おくりもの帖」が高評価 
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     「糸島―自然と手仕事」  

➢会場：代官山蔦屋書店 3号館2階 
➢日程：9月1日（月）〜 10月14日（火） 
➢「糸島おくりもの帖」に登場する手仕事のモノを通して
糸島の自然とともにある暮らしを紹介。商品の販売も 

      お話会「糸島からのおくりもの」 

➢会場：風土カフェ＆バー 「山羊に、きく？」（東京代官山） 
➢日程：9月２日（火）open 18:30/start 19:30 
➢糸島から楽しい時間と感動のトークイベント。糸島市出身の深水郁さんの
コンサートも 

イベント１ 

イベント2 

     フランスレストランウィーク2014 プレイベント 
            「特製グルメランチボックス販売」 
➢会場：代官山蔦屋 
➢日程：9月5日（金） 
➢フレンチレストラン「BENOIT（ブノワ）東京」野口シェフに
よる糸島食材を使用したランチボックスを200食限定で販売 

イベント3 

（画像）「糸島からのおくりもの」フェイスブックから 

（画像）代官山蔦屋ホームページから 



東京で糸島ファンづくり交流会も開催 

関連イベントも盛りだくさん 
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      代官山朝市（拡大版）への出店 

➢会場：代官山蔦屋書店2号館と3号館の間 
➢日程：９月７日（日） 9:30-16:30  
➢５ブースのうち１ブース（テント（2400 x 2400ｍm）、
テーブル（1500 x 600㎜ x 2台）で、糸島市産品を販売 

     『全国うまいもの交流サロン なみへい』で「糸島特集」 
           ファンづくり交流会も開催（9月20日） 
➢会場：全国うまいもの交流サロンなみへい（東京日本橋） 
➢日程：9月1日（月）〜 9月30日（火） 
➢糸島食材を使用したコース料理を提供（約500食）、そうめんちりを
メインとしたコース料理、期間中、店内にて糸島産品の販売 

イベント4 

イベント5 

   三越伊勢丹へ「またいちの塩」を売り込み 
➢バイヤーがこだわりとともに企画する商品「オンリー・エムアイ」という
商品群に「またいちの塩」の新商品『さしお』がラインナップ 
➢素材の味を引き出すこだわりの塩を探していた三越伊勢丹の情報を東京事
務所がキャッチし、またいちの塩とマッチングした成功事例 

（画像）代官山蔦屋ホームページから 

（画像）なみへいホームページから 


